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5. 札幌周辺の古地磁気
(序報)

西田泰典

(北海道大学理学部地球物理学教室)

一昭和40年 10月受理

I.まえがき

古地磁気学は地球磁場の成因および大陸移動説に対する有力な手がかりとして日本におい

ても各地で着実にその資料が集積されつつある。しかしながら現在のところ，北海道は豊富な

火成岩に恵まれていながらほとんど調査されていない，いわば空白地域である。従って北海道

からの資料を得ることはきわめて重要であり，かっ早急になされねばならない仕事である。こ

の度その第一歩として，札幌周辺 18カ所(第 1図)約100個の火成岩についての自然残留磁気

(N.R.M.)の測定を行なったので，その結果を報告する。 その際， これらの試料が古地磁気学

の研究にたえうるか否かを検定するために， (1)熱消磁， (2)交流消磁，偽造岩鉱物のJ.-T曲
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線(温度に対する飽和磁化曲線)， (4)キューリー温度の測定および X一線解析， (5) Storage test 

(貯蔵テスト)等の安定性のテストを行ない，信頼性の高い試料にもとづいて北海道における過

去の地球磁場の様子を知ることを目的とした。なお，試料の時代はほとんどが新第3紀であり

一部第 3紀と第4紀の境のところにある。

II. 地質

地質の概要を便宜上地質図の区分にしたがって述べると

1) 札幌地域の新第3紀1)は中部中新世で南西北海道の訓縫統に対比される盤の沢層群と

下部鮮新世で同じく南西北海道の黒松内統に対比される西野層群およびこれらの岩層の堆積し

た後に噴出した火山岩類(主として安山岩類)に分けられ，これらの火山岩類が試料の収集場所

である三角山，円山および藻岩山等を構成して盤の沢層群および西野沢層群をおおっている。

2) 石山地域の新第3紀幻はこの地域の西部および中央部に分布しており， 輝石安山岩や

玄武岩等の火成岩を伴なった漁川層群，砂岩・泥岩からなりたっているーの沢層群，砂岩・泥

岩・硬質頁岩からなりたっている板割沢層群，およびこれらを貫いて噴出した，火山岩類・安

山岩集塊岩からなりたっている石山層群の 4つに分類される。そのうち試料としては板割層群

から石山層群にかけて存在している簾舞沢熔岩，硬石山石英安山岩，簾舞熔岩，および新第3

紀から第4紀の聞のものと思われる野の沢熔岩を用いた。

3) 銭函地域の新第 3紀町はこの地域下底に広く分布し， 東北日本内帯の緑色凝灰岩にあ

たり司11縫統に対比される銭函層群と，堆積岩の薄層を介在する安山岩集塊岩を主体とし，黒松

内統に対比される張碓層群に大別される。又その上に新第3紀から第4紀にかけての熔岩群が

存在し，さらに更新世の火山活動にもとづく手稲山等の安山岩が上記各層をおおっている。そ

のうち資料として用いた岩石は張碓層群上部の石倉山安山岩と手稲山熔岩である。

4) 定山渓地域の新第3紀.，はこの地域の中央部，北西部および北東部に広く発達してお

り，火山砕屑岩を主体とし訓縫統に対比される定山渓層群，水成砕屑岩を主体とし上部中新世

で北海道南西部の八雲統に対比される滝の沢層群および黒松内統に対比される天狗岳集塊岩層

に大別される。そのうち定山渓層群に属する豊羽層変朽安山岩，滝の沢層群に属する石英斑岩，

そして新第 3紀から第4紀にかけての砥石山熔岩，中山峠岩脈を試料として用いた。

5) 小樽西部からは小樽市西方の砂留噴出物(安山岩)，天狗山噴出物(安山岩)，オタモイ

安山岩質集塊岩，余市安山岩質凝灰岩を試料として用いた。

1) 小山内 燃・杉本良也・北川芳男 5万分の 1r札幌」図隠説明書， 北海道地下資源調査所 (1956).
2) 土厨繁雄・小山内 照 5万分の 1r石山」図幅説明書，北海道地下資源調査所 (1956).
3) 杉本良也 5万分の 1r銭函」図幅説明書， 北海道開発庁 (1953).
4) 土居繁雄 5万分の 1r定山渓」図幅説明書， 北海道開発庁 (1953).
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III. 岩石の自然残留磁気の性質

1) 集められた試料の N.R

の感度はそれぞれ 1叩O一6匂emu吋l/gr.と10-4emu!gr.)，その帯磁の方向をシュミットの等面積ダイア

グラムに投影した結果を第2図から第19図まで示す。 但し白丸は上半球面上に，黒丸は下半

球面上に投影されたものである。これを見るとほとんど真上に向いているものが多いことが注

目される。

2) ーカ所につき数個づっ集められた試料の平均方向の偏角 Dおよび伏角 Iは， フイツ

N 

• 

第2図 帯磁の方向採集場所: 小樽新道

Fig. 2. Schmidt's projection of 

N.R.M. of the samples co!lected 

from the locality No. 1. 

N 

。。

第4図帯磁の方向採集場所:余市

Fig. 4. Schmidt's projection of 

N.R.M. of the samples col!ected 

from the locality No. 3. 
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仁

第3図 帯磁の方向採集場所. 小樽市内

Fig. 3. Schmidt's projection of 

N.R.M. of the samples col!ected 

from th巴 localityNo. 2: 

N 

。

。

第5図 帯磁の方向採集場所.天狗山

Fig. 5. Schmidt's projection of 

N.R.M. of the samples col!ected 

from the locality No. 4. 
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N 
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第6図帯磁の方向採集場所:小樽水源地

Fig. 6. Schmidt's projection of N.R.M. 
of the samples collected from the 
locality No. 5. 
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第8図帯磁の方向採集場所:張碓

Fig. 8. Schmidt's projection of N.R.M. of 
the samples collected from the locality No. 7. 
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第7図帯磁の方向採集場所:手稲山，

Fig. 7. Schmidt's projection of N.R.M. 
。fth巴 samples collected from the 
locality No. 6. 

¥ 

第9図 帯磁の方向 採集場所・言語岩山

Fig. 9. Schmidt's projection of N.R.M. of 
the samples collected from the locality No. 8. 
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第 10図帯磁の方向採集場所.三角山 第11図帯磁の方向採集場所:円山

Fig. 10. Schmidt's projection of N.R.M. of Fig. 11. Schmidt's projection of N.R.M. of the 

the samples collected from the locality No. 9. samples collect巴dfrom th巴 localityNo. 10. 
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第12図帯磁の方向採集場所:中山峠 第13図帯磁の方向採祭場所:ーの沢

63 

Fig. 12. Schmidt's projection of N.R.M. of the Fig. 13. Schmidt's projection of N.R.M. of the 
samples collected from the locality No. 11. samples collected from the locality No. 12. 

σ 

第14図帯磁の方向採集場所:定山渓 第 15図得磁の方向採集場所:登羽

Fig. 14. Schmidt's projection of N.R.M. of the Fig. 15. Schmidt's projection of N.R.M. of the 
samples collected from the locality No. 13. samples collected from the locality No. 14. 

N N 

。

。

第16図書聖磁の方向採集場所:簾舞 I 第 17図常総の方向採集場所:簾舞 II

Fig. 16. Schmidt's projection of N.R.M. of the Fig. 17. Schmidt's projection of N.R.M. of the 
samples collected from the locality No. 15. samples collected from the locality No. 16. 
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N 

。。

第 18図帯磁の万向採集場所:硬石山

N 

第19図帯磁の方向採集場所:焼 山

Fig. 18. Schmidt's projection of N.R.M. of the Fig. 19. Schmidt's projection of N.R.M. of the 
samples coIIected from the locality No. 17. samples collected from the locality No. 18. 

シャーの統計町により

sinI = Z/R 

tan D = Y/X 

で与えられる。但しRは X，Y， Z成分の合成ベクトルで，Nを試料の数，Di' Iiを各試料
N N N 

の偏角および伏角とすると， X = I; cos Ii cos Di' Y = I; cos Ii sin Di' Z= I; sin I.， R= 

(X
2+ y"十Z')'/2で与えられる。又岩石生成時の地球磁場が磁気双極子であったと仮定し，岩石

の磁気的安定性を吟味した結果，測定された試料の磁気的方向が当時の地球磁場の方向と一致

していると考えられる場合には，当時の地球の磁極の位置 (tJ， φ)は

cos tJ = cos θ。cosψ十 sintJo sin tt cos D 

sin (φ-Ool = sin D sin tf/sin (} 

で計算される。但し必は余緯度で cosψ=1/2 tan 1で表わされ， θ。， φ。は各々試料採集場所の

緯度，経度を表わしている。 叉95%の信頼度を持つ円の半径αはα=1400Nir万で表わされ
る。但し 2は precisionparameterで，正=N-1jN-Rで与えられる。

以上の計算結果および試料の N.R.M.の強さはJはまとめて第1表に示す。 その際，伏

角は下向きを正にとっている。

IV. 資料の安定性のテスト

試料の N.R.M.がはたして安定なものであり，古地磁気学の目的に適するか否かを確かめ

るためには種々のテストを行なう必要がある。ここでは以下に述べる 5種類のテストを行なっ

た。その際一つの場所につき 2個の試料をテストすることにより，その場所を代表させた。

5) R. A. FISHER; Proc. Roy. Soc.， London， A， 217， 295 (1953). 
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第 1表 試料の磁気的佐賀

Table 1. Various magnetic properties of the samples. 

1…m…of t叩TS1tyLocality Rock Kind 。f Direction 
Samples 5σ% I Centred Dipole I ~~mu/gr 

No. 1小得新道
Andesitic.Agglo. 

5 410 47。 690N 1700E 0.8-6.5 
宜lerate

2.小樽市内 Andesite 9 520E -850 13。 360S 490W 10-33 

3.余 市 Andesitic-T uff 6 1240E -820 50 510S 600W 1.5-3.5 

4.天狗山 Andesite 3 320W -540 270 80S 130W 4.4-35 

5.小樽水源地 " 8 0.1-1.1 

6手稲山 " 5 130W -810 50 250S 350W 7.4-9.6 

7.張 碓 " 3 350E -750 130 1rs 560W 2.3-4.2 

8.~事岩山 " 4 1150W -780 70 490S rw  0.6-9.8 

9.三角山 " 4 100W -810 90 260S 360W 1.9-6.7 

10.円 山 " 5 1240W -590 100 500S 360E 0.1-0.2 

11.中山峠 " 11 32σW -870 40 390S 350W 1.6-11 

12.ーの沢 " 5 80E 540 1r 1rN 460W 1.0-2.4 

13.定山渓 Quartz-Porphyry 2 930E 一790 130 410S 660羽f 2.5-7.0 

14豊 羽 Propylite 3 1500W 670 380 690S 240E 0.5-4.2 

15.簾舞工 Andesite 3 300E -74'。 11。 130S 540W 0.9-1.4 

16.簾舞 E " 3 150E 480 220 7l0N 1740W 5.2-1.4 

17.硬石山 Dacite 4 1600E -780 4
。
630S 560W 3.4-5.0 

18.焼 山 Andesite 2 320W 670 8
。
rs 190W 1.5-5.1 

1) 熱消磁:火成岩の N.R.M.は大部分が安定な熱残留磁気(T.R.M.)によるもので，他

に2次的な成分として僅かに等温残留磁気(I.R.M.)その他が加わったものであると考えられ

る。そこである試料について， N.R.M.の強さみの温度に対する曲線を描き，それと同一試料

にて地球磁場場→内でで、人為的に作つた完全な T.R

ればその安定性が確カかミめられるわけてで、ある。なおこの実験はへルムホルツコイルによってつく

られた無磁場の中で行なわれた。その結果，安定もしくはほぼ安定と考えられる場所は 9カ

所，不安定と考えられる場所は5カ所である。残りの場所は N.R.M.が著しく弱くテストを行

なえなかった。

2) 交流消磁:熱消磁の場合と同様に，ある試料に次第に強い交流磁場をかけてやり，そ

のN.R.M.の強さの変化の様子を， 人為的に同一サンフ。ルで、作った T.R.M.の変化の様子と比

較してその安定性を確かめた。なおまた T.R.M.は外部磁場の方向の変化に対しでも極めて安

定なものであるが，実際の試料はどの程度安定であるかを確かめる必要がある。実際には消磁

後の試料の帯磁方向をシュミットの等面積ダイアグラムに投影して消磁以前の帯磁方向と比べ

てやり，あまり変化していなければ安定と見なされるわけである o この実験は，静磁場(地球

磁場)と交流磁場を重ねて試料に加え，交流磁場を零まで減少させると，静磁場のみのI.R.M.

に比べて強度も安定性も大きい残留磁気(非履歴残留磁気-A.R.M.) が生じるため，無磁場の
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中で行なわれた。このテストに対して安定と考えられた場所は7ヵ所である。

3) J.-T曲線:温度に対する飽和磁化の強さ J.の関係を示す曲線で，造岩鉱物を母岩か

ら分離し，磁気天秤にて測定した。この場合加熱の過程での品の曲線が冷却の過程での品の

曲線と似ていれば N.R.M.の大部分は安定な T.R.M.に由来していることになるので，造岩鉱

物は磁気的に安定であると見なされる。その結果不安定と考えられるのは2カ所のみである。

4) キューリー温度および X線解析:岩石中の強磁性酸化鉱物は化学的には，大部分

FeO， Fe203そして Ti023成分の回溶休として存在している。そのうち Tiの含有量の多い鉱

物はキューリー温度も低く， また格子欠損等の影響で磁気的に非常に不安定であるが F巴203

の含有量の多い鉱物はキューリー温度も 500
0

C以上と高く安定であることはすでに永田，秋本

等6】により研究されているところである。 したがって造岩鉱物の化学的組成を知ることはその

鉱物の安定性を知るための一つの大きな要素となってくる。具体的には X線解析によって求

めた鉱物の格子定数や JトT曲線によって求めたキューリー温度を FeO-Fe203-Ti02 3成分系

夕、、イアグラムにあてはめてその成分を知るのであるが，. このテストにおいて X一線解析は 20;

min.の早い scanningspeedで行なったので定性的結果しか得られなかった。それによるとほ

とんど F九03で安定であるとみなされる。またキューリー温度に関して安定もしくはほぼ安定

であると考えられる場所は 10ヵ所である。

5) Storage test (貯蔵テスト):試料を実験室内で地球磁場と直角の方向にそろえて， 1-

2カ月開放置しておき，磁化方向および強さがどの程度変化するかを調べた。 この結果小樽水

源地の試料を除き，他の全試料の方向および強さの著しい変化はなく安定であるとみなされ

る。小樽水源地の試料の方向は採集時においては正逆 3:5の割合で混在していたが 1-2カ

月間の storagetestの結果その割合が 2:6に変化してきた。したがって第 1表の測定結果に

は強さしかのせていない。この地点については更に試料を採取して調べる予定である。

6) 総合判定:客観的判断をするために前にあげた種々のテストを行ない，それを総合的

に判断して安定，不安定を決めた。その基準としては，熱消磁，交流消磁の 2つを重視し，そ

の一方の安定性が悪い場合は J.-T曲線， キューリー温度を考慮に入れ， それらの安定性が良

い場合はその試料を安定であると判定した。以下第20図から第35図までに，種々のテストの

結果および安定，不安定の判定を示す。

6) T; NAGATA; Rock Magnetism， 1961， Maruzen， Tokyo. 
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第20図 N.R.M.の安定性のテスト

採集場所:小樽新道

テスト a)熱消磁

b) J~T 曲線

c) ，d)支流消磁

キューリ一点 5400C

判定:安定
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Fig. 20. Laboratory tests of N.R.M. 

Locality: No. 1. 
Test a) Thermal demagnetization 

b) J~T curve 

c)， d) A-C demagnetization 

Curie point: 5400C 

Judgement on stability: stable d) 
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Fig. 21. Laboratory tests of N.R.M. 

Locality: No. 2. 

Test a) Thermal demagnetization 

c)， d) A-C demagnetization 
Judgement on stability: stable 

d) 
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Fig. 22. Laboratory tests of N.R.M. 

Locality: No. 3. 

Test c)， d) A-C demagnetization 

Judgement on stability: stabl巴
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Fig. 23. Laboratory tests of N.R.M. 

Locality: No. 4. 

Test a) Thermal demagnetization 

b) Js-T curve 
c)， d) A-C demagnetization 
Curi巴 point:410oC， 4840C 

Judgement on stabi1ity: unstable 

200 400 

d) 

JIH) 
Jilti 
1.0 

Jn 
H 

150 Oe 600γ・c o 50 100 

/ 

d) 



札幌周辺の古地磁気{序報)

J IT) 
JIT.ロ)

.>&ll 
JsIT，) 

10 

0.5 

十 一-200 400 600 10 C 

Fig. 24. Laboratory tests of N.R.乱1:.

Locality: No. 6. 

Test a) Thermal demagnetization 

b) Js-T curve 
c)， d) A-C demagnetization 
Curie point: 5610C 

Judgement on stability: unstable 
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Fig. 25. Laboratory tests of N.R.M. 

Locality : No. 7. 

Test a) Thermal demagnetization 

b) Jr，-T curve 
Curie point: 5450C 

Judgement on stability: unstable 
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Fig. 26. Laboratory tests of N.R.恥1.

Locality: No. 8. 

Test a) Therrnal dernagnetization 

b) Js-T curve 
c)， d) A-C dernagnetization 

Curie point: 5300C 

Judgernent on stability: stable 
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Fig. 27. Laboratory tests of N.R.M. 

Locality: No. 9. 

Test a) Therrnal dernagnetization 

b) Js-T curve 
c)， d) A-C dernagnetization 
Curie point: 5400C 

Judgement on stability: stable 
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Fig. 28. Laboratory tests of N.R.M. 

Locality: No. 11. 
Test a) Thermal demagnetization 

b) Js-T curve 
c) A-C demagnetization 

Curie point: 2730C， 5700C 
Judgement on stability: unstable 
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Fig. 29. Laboratory tests of N.R.恥1.

Locality: No. 12. 

Test a) Thermal demagnetization 

b) Js-T curve 
Curi巴 point:490oC， 6050C 

Judgement on stability: unstable 

600了。c400 



72 西岡泰典

4J J{{TT。}] JJ苛s{TTJ1 訂JI百H)} 

10

1て~¥ 同「、
0.5ト K¥  

山 ¥Jtc
0.5 

o 200 400 6OO r.C 

a) 

20 200 600 PC 400 

、、a
，，F'o 

Fig. 30. Laboratory tests of N.RM. 

Locality: No. 13. 

Test a) Thermal demagnetization 

b) Jtr T curve 
じ)， d) A-C demagnetization 

Curie point: 5650C 

Judgement on stability: 呂table
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/ Fig. 31. Laboratory tests of N.RM. 

Locality: No. 14. 

Test a) Thermal demagnetization 

b) Jtr T curve 
c)， d) A-C demagnetization 
Curie point: 6050C 

Judgement on stability: stable 
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Fig. 32. Laboratory tests of N.R.M. 

Locality: No. 15. 

Test a) Thermal d巴magnetization

b) Js-T curve 
c)， d) A-C demagnetization 
Curie point: 5000C 

Judgement on stability: stable 
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Fig. 33. Laboratory tests of N.R.M. 

Locolity: No. 16. 

Test a) Thermal demagnetization 

b) Js-T curve 
c)， d) A-C demagnetizat即 1
Curie point: 5350C 

ludgement on stability: stable 

20 200 400 

、、ι，ノ'o 

ミトミ、

、、lJ
J

E
D
 

73 

0.5 

./ 

。正

d) 

Jtc 
Jn 

R 
600 T"C 0 100 200 300 Oe 

厳 1王:二ごム姐

d) 



74 商田泰典

05 

o 200 

Fig. 34. Laboratory tests of N.R.M. 
Locality: No. 17. 

Test a) Thermal demagnetization 

Judgement on stability: stable 
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Fig. 35. Laboratory tests of N.R.M. 

Locality: No. 18. 

Test a) Thermal demagnetization 

b) Js-T curve 
c)， d) A-C demagnetization 

Curie point: 5800C 

Judgement on stability: stable 
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V.考察

安定性のテストから磁気的に安定と判定される場所は 18ヵ所中 11カ所である。その場所

の試料の平均磁気方向から求めた磁北極の位置を地図上にプロットすると第36図になるが，現

在の地球磁場の方向に対して大体正・逆に分け，地質図に従って時代別に示すと第2表にな

るο それによると，集められた試料の範囲内では瀬棚統から濁川噴出物層までは逆，そこから

第36図 新第3紀の磁北極の位置

M 

M.P.は中部鮮新世， u.P.は上部鮮新世 T.は新第3紀，
Qは第4紀を表わす。

Fig. 36. Magnetic pole positions in the Neogene. 

M.M.: Middle Miocene， U.M.: Upper Miocene， L.P. : 

Lower Pliocene，乱1.P.:Middle Pliocene， U.P.: Upper 
Pliocene， T.-Q.: Transition from Tertiary to Quaternary. 



76 西国泰典

第2表 新3第紀の地球磁場の変佑

N:正 R;逆 1;中間

Geomagn巴tic五eldin Neogene and Quaternary. 

Nnormal， R: reverse， 1: intermediate. 

i L叫
Otaruseibu Zenibako Sapporo Zyozankei 

Table 2. 

Age Formation Ishiyama 

CE E 呂H 
Nopporo Form. 

I一一一

日・仏0 Gロqに同J J J 

Setana Form. B B 

Nigorikawa Form. B 

苦

Kuromatsunai Form. 
N N 

B 1(， 

2U ロU にD2 J 
Yakumo Form. B 

Kunnui Form. B 
I 

Fukuyama Form. 

黒松内統にかけては正，八雲統以前は逆という結果が得られた。

試料の年代は地質図を参考にして決めたものであるが，狭い範囲ではその相対的年代にほ

ぼ間違いは無いものと思われる。しかしながら正確な正逆転移の様子を知るためには，時代的

にもっと連続なデータが必要となってくると同時に C"一法あるいは K-A法等によって絶対

年代を知る必要があろう。将来はこの方向に進むべきである。

なお，正逆転移の様子町 t土木外lから得られた結果とほぼ一致するが， 現在までの調査にあ

N 

i. • • • 
0
 

第37図支勿地域から得られた

試料の帯磁の方向

Fig. 37. Schmidt's projection 

of N.R.M. of the samples 
collected from Shikotsu area. 

;1h 
0 

01
00 。、

第38図厨斜路地域から得られ

た試料の帯磁の万向

Fig. 38. Schmidt's projection 
of N.R.M. of the samples 
collected from Kutcharo area. 

7) K. MOMOSE; Palaeomagnetic Researches for the Pliocene Volcanic Rocks in Central Japan (1). 
Journ. Geomag. Geoele.，10， 1 (1958)， 12-19など.
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らわれたような帯磁の方向がほぼ真上を向くとしづ結果は，本州からの結果には現われてい

ない。さらに最近アメリカ地質調査所のプランク博士が屈斜路，支努地域から集めた新世代の

岩石試料を当教室で測定したところ，第37図，第38図に示すようにやはりほぼ真上の方向に

帯磁している試料が多数存在していることがわかった。したがってこのことはほぼ確立された

事実であり，その解釈は今後の問題ではあるが，新第3紀以後の本州と北海道との相対的地殻

変動に由来したものであるかもしれない。

さらに一部にあらわれた中間の方向は地球磁場逆転の機構に対する dipolerotation説と

dipole decay説の判定に関係してくるかもしれないので注目したい。

おわりに，終始御指導下さった当教室の横山教授，適切な助言を下さった帯広畜産大学の

鈴木講師，東京大学永田研究室の木下肇氏，そして試料収集その他で御尽力戴いた当教室の森

俊雄君に感謝いたします。

5. Palaeomagnetic Study around Sapporo 

in Hokkaido (1st Paper) 

By Yasunori NISHIDA 

Department of Geophysics， Faculty of Science， 
Hokkaido University 

Palaeomagnetic studies， especially of the Neogene Tertiary and Quaternary rocks， 

have been well clarified in the Main Island of Japan. The data in Hokkaido， however， have 

been searcely obtained in spite of the plentiful existence of igneous rocks. Therefore， as 

the first step in Hokkaido， the natural remanent magnetization of igneous rocks collected 

from Sapporo district are measured in order to make clear the g巴omagneticfie!d of the 

Neogene Tertiary. The rock kinds comprise varieties such as andesite， propylite， quartz-

porphyry and dacite. 

Propriety of each specimen as palaeomagnetic data is examined by the following 

procedures: (1) thermal demagnetization of the N.R.M. and the T.R.M.， (2) A-C de-

magnetization of the N.R.M. and the T.Rふ1.，(3) thermo-magnetic analysis of rock for-

ming minerals， (4) X-ray analysis of rock forming minerals and (5) storage tests. The 
localities， from which the specimens are proved to be stable， reach 11 in number. 

The directions of geomagnetic field of the Neogene Tertiary are as follows revers巴

in the Upper Miocene， normal between the Lower Plioc巴neand the Middle Pliocene and 

reverse in the Upper Pliocene. The aspects of normal司reversetransition with geological 

time coincide with those deduced from the data in the Main Island of Japan， but di紅白

in the fact that the directions of the reverse N.R.M. converge at the zenith of the upper 

hemisphere (Fig. 2-Fig. 19). As another evidence for the above fact， we have the similar 

results of the N.R 

i泊nHok王d也k王a訂idosampled by Dr. J H. Blank of U.S.G.S. (Fig. 37 and Fig. 38). Although the 

more detailed investigations should be necessary to achieve complete interpretation of the 
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fact， it may be possibly due to the relative crustal movements between Hokkaido and 

the Main Island. 


